
令和７年度災害時食支援ネットワーク検討会の報告

■災害時食支援ネットワークの構築（墨田区食育推進計画P30）
乳幼児や高齢者、アレルギー、疾病、食べる機能、宗教・思想などの理由で災害時に食への配慮が必要な人への
食支援を着実に行うため、区内外とのつながりを活かした災害時食支援ネットワークを構築し、災害対応力のある
食環境をつくります。

検討事項等実施日

▼アクションカードのブラッシュアップ第１回 令和７年９月４日（木）

▼アクションカードの完成
▼令和８年度のテーマ検討のグループワーク

第２回 令和８年１月１６日（金）

令和７年度実施概要

災害時食支援ネットワークの構築 「墨田区食育推進計画」のリーディングプロジェクト

内容

■アクションカード（要配慮者班用）のブラッシュアップ
「災害時の要配慮者食支援マニュアル」に基づき作成した「アクションカード（※）」のうち、昨年度末にシミュレーションを
行った、アクションカードについて、シミュレーションでの結果や意見を共有し、ブラッシュアップを行った。

■令和８年度のテーマ検討のグループワーク
避難所における食支援を想定したアクションカードは一旦完成させたので、検討のステージを次に移すこととする。次のス
テージとして、来年度の検討テーマは「在宅避難者の食支援」を予定している。その中で考えられる「課題」及びその「解決
策」について２班に分かれてグループワークを行った。それぞれの専門分野の知見を基に多くの意見が出された。

・災害発生時には、区や都の対応(公助)だけで
は限界がある

・自分の身を自分の努力によって守る(自助)と
ともに、普段から顔を合わせている地域の
人々が集まり、お互いに協力し合いながら、
防災活動に取り組むこと(共助)が必要

食育推進のネットワークでつながる関係者が、
平時から災害時の食支援についての課題を議論
し、共有していくことで、必要なしくみ（災害
時の食支援ネットワーク）を検討

「すみだらしい食環境の体制」

資料６

※アクションカードとは…災害対応を行うに当たり、役割に就いた人がアクションカードを読めば、必要な行動が分かるよう、
想定し得る範囲の取るべき行動をカード化したもの


